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平成２８年７月高幡広域市町村圏事務組合議会定例会 

 

日 時  平成２８年７月５日（水）午後２時３０分 開議 

会 場  須崎市総合保健福祉センター ２階会議室２ 

 

議事日程 

 

（新議員の紹介） 

 

第１ 議席の指定 

 

第２ 会期の決定 

 

第３ 会議録署名議員の指名 

 

第４ 議案第 ７号 専決処分の承認について 

 

（高幡広域市町村圏事務組合職員の給与、旅費、勤務時間その他の勤務条

件及び服務に関する条例の一部を改正する条例） 

 

議案第 ８号 専決処分の承認について 

 

（平成２７年度負担金額の変更） 

 

議案第 ９号 平成２７年度高幡広域市町村圏事務組合歳入歳出決算の認定について 

 

議案第１０号 平成２８年度高幡広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第１号）につ

いて 

 

第５ 副管理者の選挙 
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出 席 議 員   １番 竹下 雅典  ６番 本井 康介 

２番 筒井 淳三  ７番 土釜  清 

３番 中尾 博憲  ８番 矢野 富夫 

４番 橋本  保  ９番 池田 三男 

５番 池田 洋光  １０番 大崎 公孝 

 

 

 

執行機関出席者   管理者 楠瀬 耕作 

          副管理者 中尾 博憲 

会計管理者 北川 幸一 

 

 

 

事務局出席者    事務局長 福本 博一 

          事務補助員 濱口 恵子 

 

奥四万十博推進協議会出席者 

          事務局長 門田  慶 
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午後２時３０分 開議 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 どうもみなさん、こんにちは。７月に入りまして大変暑い日が続いておりますけれども。また、

参議院選挙という事もあって、大変お忙しい中、査収いただきまして誠にありがとうございます。

早速、７月定例会、議事の方に入っていきたいというふうに思います。 

 それでは、ただいまから会議を開きます。会議に先立ち、ご報告いたします。今期定例会に付

議するため、議案第７号から議案第１０号の４議案の提出があり、その写しを過日お手元に配付

をいたしております。ただいまの出席議員は１０名であります。定足数に達しておりますので、

これより、平成２８年７月高幡広域市町村圏事務組合議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。日程に入りま

す前に、新しく、当組合議会議員となられました方をご紹介いたします。 

本年３月議会におきまして、楠瀬市長が管理者となられましたので、須崎市副市長が組合規約

第５条の規定によりまして議員となられます、筒井淳三君をご紹介させていただきます。 

 

◎２番（筒井 淳三 君） 

はい。筒井でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

( 拍手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

ありがとうございます。それでは、日程第１、議席の指定を行います。ただ今ご紹介いたしま

した、筒井淳三君の議席を２番議席に指定いたします。 

日程第２、会期の決定を議題といたします。今期定例会の会期は、本日１日間といたしたいと

思います。これにご異議ございませんか。 

 

(異議なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

異議なしと認めます。よって会期は、本日１日間と決定いたしました。 

日程第３、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第６２条の規定に

より、２番筒井淳三君、７番土釜清君を指名いたします。ご両人はご了承願います。 

日程第４、議案第７号から議案第１０号を一括議題といたします。提案趣旨の説明を求めます。

楠瀬管理者。 

 

◎管理者（楠瀬 耕作 君） 

皆さん、こんにちは。本日は、議員の皆様方におかれましては、何かとご多用の中をお繰り合

わせ、ご出席を頂き、７月定例会が開会できましたことを、厚くお礼を申し上げます。また、先
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般紹介のありました、筒井議員におかれましては、ご就任、心からお喜び申し上げますとともに、

市、町の振興はもとより、当圏域のためにも、ご指導いただきますよう心からお願い申し上げる

次第でございます。 

さて、本定例会には、平成２７年度高幡広域市町村圏事務組合歳入歳出決算の認定をはじめ、

４議案を提案いたしておりますが、その趣旨説明と若干のご報告を申し上げます。 

まず、高幡中学生海外研修事業について、でございます。 

ふるさと市町村圏事業のひとつとして取り組んでおります中学生海外研修事業は、今年は２１

年目となりますが、２７年度におきましても１５名の研修生が昨年７月２４日から８月１１日ま

で姉妹提携をしておりますオーストラリアのウッドフォードにおいて、ホームステイをし、中学

校に通学して英語の勉強をしながら現地の生活を体験いたしました。参加した研修生も、これま

で３３０名を数え、この研修を契機に英語科のある学校に進学した生徒や、英語力を生かした職

業に就かれた生徒もいると聞き、この事業の目的が着実に根付いてきているものと大変うれしく

思っております。また、今月２４日には、１０名の研修生が、オーストラリアのウッドフォード

に向け、出発することとなっております。国内の研修につきましても、残すところ壮行会の１回

となりまして、それぞれの期待や不安を胸に出発を楽しみに待っている状況でございます。 

次に、広域観光についてでございます。広域観光事業につきましては、今年は御存じのとおり

奥四万十博覧会本番の年でございまして、４月１０日のオープニングイベントを皮切りに、各市

町の観光スポットや観光プログラムを見て、体験いただき、全国から訪れる皆様に、高幡地域の

良さを知ってもらいながら、リピーターとなっていただくための、様々なイベントを展開してい

るところであります。今後におきましては、作られた観光メニューを博覧会以降につなげていき、

一過性のイベントに終わらせることのないよう、高幡５市町の観光資源を、より魅力的に提供で

きるものにしながら、全国から来ていただくお客様が満足していただけるよう、取り組んで参り

たいと思っております。 

次に、須崎斎場についてでございます。昨年度の利用実績といたしましては、須崎市が２９８

件、津野町が１００件、その他が４１件で、合計４３９件となっております。なお、管理につき

ましては、株式会社五輪におきまして平成２３年度から５年間の指定管理をしているところでご

ざいます。 

次に、介護認定審査会、障害支援区分認定等審査会の運営事務についてでございます。昨年度

は、介護認定審査会が５，０８５件、障害支援区分認定等審査会が１０２件、合計で５，１８７

件の２次判定を行なっております。審査員の皆さまには、ご苦労をお掛けいたしておりますが、

経費も最小に抑えながら、円滑な運営に努力をしているところでございます。 

次に、須崎市道の駅かわうその里すさきについてでございます。当組合は、道の駅かわうその

里を運営いたします、第３セクター須崎市道の駅に出資をしておりまして、その状況をご報告申

し上げます。最近の旅行の傾向としたしましては、団体から個人に移行しているということで、

東京や大阪など大都市の個人向け旅行会社へ積極的にセールスを行い、またネット系の会社とも

タイアップ企画を実施しながら、集客の増加を図ってまいりました。また、日本に来られる外国

人観光客が過去最高ということで、４か国語の施設パンフレットを作成し、商談会に参加するな

ど外国人観光客の誘致にも取り組んでおります。先程、広域観光のところでもお話ししましたが、
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４月より開催されている奥四万十博覧会におきましては、高幡圏域の玄関口として、案内役とし

て様々な情報発信をしながら、奥四万十博の成功に向けて、連携していきたいと考えております。 

次に租税債権管理機構についてでございます。２７年度は４００名、約２億５千万円を受託い

たしまして、徴収額は約１億円となりました。２８年度も４００名を受託しております。機構と

して１３年目を迎えており、年々支払い能力の乏しい事案が増えつつありますが、捜索を主体と

してより、精度の高い滞納整理に努めて参ります。 

以上、本議会に提案しております議案につきましては、構成市町の企画担当課長会及び副市町

長会のご審議を経まして、ご提案申し上げているものでございます。詳細につきましては、事務

局の方からご説明を申し上げますので、適切なご決定を賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

はい。続いて議案の説明を求めます。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

 はい。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 福本事務局長。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

それでは説明させていただきます。議案書の 1ページをお開き下さい。 

まず、議案第７号専決処分の承認についてから説明をさせていただきます。議案第７号につき

ましては、高幡広域市町村圏事務組合職員の給与、旅費、勤務時間その他の勤務条件及び服務に

関する条例の一部を改正する条例につきまして、専決処分をしており、２ページにありますとお

り、その報告をし、承認を求めるものでございます。次の３ページですが、この専決処分を行っ

た処分書の写しを付けております。 

続く４ページの方ですが、改正の内容といたしましては、当組合の給料表は須崎市に準じて改

正をしておりまして、須崎市は平成２８年３月１７日に議決をされております。当組合におきま

しても２７年度の給料や手当に影響が生じるため、須崎市と同日付で専決処分をさせていただい

たものでございます。給料表につきましては４ページから７ページとなっておりますのでご覧い

ただきたいと思います。 

次に８ページの、議案第８号の専決処分の承認の説明をさせていただきます。これは平成２７

年度の高幡広域市町村圏事務組合の負担金の変更について専決処分をしましたので、この報告を

し、承認を求めるものでございます。次の９ページには、専決処分書の写しを付けさせていただ

いております。変更の中身ですが、１０ページに平成２７年度一般会計関係市町村別負担金変更

表が、１１ページには特別会計として滞納整理事業特別会計、租税管理機構の変更表があります

が、両会計とも繰越金をつくらず、ゼロ精算をしております。 
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まずは１０ページの一般会計から説明します。表中左上から、組合維持管理関係負担金からで

すが、これは議会運営と事務局の運営費に対するそれぞれの市町の負担金の精算に伴うものでご

ざいます。 

次にふるさと市町村圏事業関係負担金につきましては、奥四万十博の準備に関しまして各市町

より負担金をいただいたものを精算したものです。 

続きまして、介護認定審査会、障害支援区分認定等審査会につきましても、それぞれ負担金割

合に伴いまして精算をし、還付をするという形をとっております。 

次に、須崎斎場関係ですが、須崎斎場は須崎市さんと津野町さんによりまして運営をされてい

ますが、施設整備費、維持管理費ともに負担金はなく、右端の公債費につきましては、須崎斎場

の施設が平成１２年に建設されていまして、その施設費の償還に関するものを精算したものでご

ざいます。なお、この公債費は平成２７年度で終了いたしております。 

最後に、一番下の大野見青年の家の負担金につきましては、中土佐町さんの方に委託をさせて

いただきまして、施設整備は２７年度には行わず、維持管理費のみとなっておりまして、中土佐

町さんの方で管理をしてもらった分の精算ということになります。以上です。 

  

◎管理局長（柴野 博行 君） 

議長。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 はい、柴野管理局長。 

 

◎管理局長（柴野 博行 君） 

続きまして、管理機構の負担金等の変更についてご説明いたします。一般会計と同様に歳出金

額の確定に伴い、すでにいただいている負担金及び受託事業収入金を確定させて、ゼロ精算する

ものであります。１１ページをご覧ください。負担金、受託事業収入金の各市町別の金額は記載

の通りで、説明は省略させていただきますが、合計で当初５１，４００千円が、確定で４４，０

８７，８８５円となり、マイナス相当につきましては、各市町に還付いたしております。以上で

ございます。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

 はい。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 福本事務局長。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

 続きまして、議案第９号決算の認定について説明をさせていただきます。資料は１２ページと

なっていますが、決算書の内容につきましては、決算書の方でご説明させていただきますので、
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別冊になっております、平成２７年度歳入歳出決算書の方をご覧いただきたいと思います。資料、

平成２７年度歳入歳出決算書の１ページ目、平成２７年度高幡広域市町村圏事務組合一般会計歳

入歳出決算書ですが、決算額がそれぞれ、１７７，８６０，９５３円となっております。 

続く、２ページ、３ページには、歳入の款項の区分ごとに予算現額、調定額、収入済額等を載

せております。不納欠損額、収入未済額はございません。 

また、４ページ、５ページにつきましては、歳出の方で、款項の区分ごとにそれぞれ計上して

おりまして、翌年度繰越額はございません。詳しい内容につきましては、事項別明細書の方でご

説明させていただきますので、６ページ、７ページをご覧ください。 

まず、歳入からですが、分担金及び負担金１款１項１目の所ですが、これは組合運営費負担金

で、区分の１節の組合維持管理費関係から６節のふるさと市町村事業負担金まで、それぞれ精算

をしております。２目につきましては、介護運営費負担金としまして須崎市福祉事務所から負担

金を８千円いただいております。次に、２款使用料及び手数料ですが、１目の衛生使用料につき

ましては、須崎斎場の使用料としまして、３０，２００千円となっています。次に、２目の教育

使用料は大野見青年の家の使用料でございまして、７２０，６９８円の収入がありました。それ

から、８ページ、９ページですが、３款国庫支出金がありまして、民生費国庫補助金としまして、

障害程度区分認定審査の補助金として３９２千円となっております。それから、４款県支出金の

所で、１項１目総務費県補助金につきましては、出会いのきっかけ応援事業とありますが、婚活

パーティに対する高知県の補助でして２５０千円となっております。２目民生費県補助金につき

ましては、地域生活支援事業費補助金としまして、県から１９６千円の補助となっております。

続く３目は、衛生費県補助金で、昨年７月議会で補正対応しました須崎斎場におけます、災害時

に電力の供給が止まった場合に火葬をするため、炉の発電のための電源を設置しまして、その補

助金というふうになっております。次に、２項県委託金の所ですが、１目社会福祉費県委託金に

つきましては、須崎福祉保健所から委託を受け介護認定審査をしたもので１６千円を収入として

おります。次に、１０ページ、１１ページです。５款１目財産運用収入としまして、１目基金運

用収入につきましては、出資していただいております１０億円の国債での運用収入の１５，００

０千円と、基金としてふるさと市町村圏基金と須崎斎場調整基金がありますが、利子収入が２０

０，２８２円ありまして、この合計が１５，２００，２８２円となっています。２目利子及び配

当金の所ですが、これにつきましては須崎の道の駅に４，５００千円の出資をしておりまして、

本年度につきましても２％の配当がありましたので９０千円の収入となっております。それから

３目財産貸付収入では、須崎斎場での自動販売機の協力金が、５０，９５５円となっています。

次に、６款繰入金につきましては、１目でふるさと市町村圏基金からの繰り入れをしていまして、

こちらが１０，０００，０００円の取り崩しとなっていまして、奥四万十博覧会の費用として繰

り入れをしています。次に２目では須崎斎場調整基金としまして、８，５０６，７０９円の繰り

入れをしていまして、主には非常用電源装置の工事費と、炉の修繕がその内容となっております。

それから、７款諸収入１項預金利子の１目は普通預金の利子として、８，７１１円であります。

２項１目の雑入につきましては、１２ページ、１３ページにありますけども、中学生海外研修事

業の負担金が３，０００千円、雇用保険が１０，９６０円、高幡事務組合所有物品使用料につき

ましては、奥四万十博推進協議会に対しまして高幡事務組合のパソコンなどの物品を貸し出して
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おりまして、その額が月額２１，０００円で年間が２５２千円となっております。また、ほんも

の体験フォーラム負担金につきましては、高知県が主催としまして、３月２５日から２７日まで

全国からお客様を招き、黒潮町で全体会を開いきまして、翌日が、高幡地域では須崎プリンスホ

テルでの分科会を行い、その後高幡地域における観光コースを見ていただくというイベントがあ

りました。当初はこの負担金を高幡広域市町村圏事務組合から支払っていましたが、奥四万十博

覧会の広報、啓発のイベントとしてとらえることができるということで、奥四万十博推進協議会

から同額５０万円を雑入として計上しております。以上で、これら歳入の合計としまして１７７，

８６０，９５３円となっております。 

続きまして、歳出の方を説明させていただきます。１４ページ、１５ページをご覧になって下

さい。１款議会費につきましては、７月と３月の定例議会の運営費に関する経費でございます。

支出済額は２２９，５２６円となっております。次に、２款総務費１項総務管理費１目の一般管

理費につきましては、当組合の運営に関する経費でございまして、主なものとしましては、高幡

事務組合の局長の人件費に対する負担金、臨時職員の物件費、その他事務費ということで、１０，

８６０，０８１円となっております。次に、１６ページ、１７ページです。２目ふるさと市町村

圏事業費につきましては、基金の運用益を充当して行う事業でございまして、中学生海外研修事

業、青少年交流事業、２７年度は特に広域観光としまして奥四万十博覧会の準備事業がありまし

て、こちらが７２，２５６，４８６円となっております。次に、１８ページ、１９ページで、３

款民生費の１項１目介護認定総務費につきましては、介護認定審査会に関する経費でして、審査

委員さんの報酬、職員の人件費、それから臨時職員の物件費、その他事務費等でございまして１

７，５１６，４１５円となっております。次に、２０ページ、２１ページが、２目障害認定総務

費につきましては、障害認定審査に関する経費でございまして、審査委員さんの報酬と臨時職員

の物件費となっておりまして９６８，２９７円となっております。次に、４款衛生費につきまし

ては、須崎斎場の運営に関する経費でございまして、主な経費としましては、株式会社五輪さん

の方に、平成２３年度から指定管理を行っております指定管理者委託料と、それから、非常用の

自家発電機を設置した費用が大きなものですが、４４，３５４，３５９円となっております。次

に、２２ページ、２３ページに移りまして、５款教育費につきましては、大野見青年の家の運営

に関する経費でございまして、主な経費としましては、中土佐町さんへの管理委託ということで

７，２０６，９９８円となっております。次に、６款公債費につきましては、須崎斎場の建設に

係る経費で、四国財務局と四国銀行から平成１２年に借入れた元利償還金に要した経費２４，４

６８，７９１円となっております。予備費につきましては、充用はありませんでした。以上が歳

出でありまして、２４ページ、２５ページにありますとおり歳出合計が１７７，８６０，９５３

円となっております。次に２６ページですが、実質収支に関する調書につきましては、歳入歳出

とも千円単位で、１７７，８６０千円で実質収支はゼロとなっております。一般会計の方は以上

でございます。 

  

◎管理局長（柴野 博行 君） 

議長。 
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◎議長（本井 康介 君） 

はい、柴野管理局長。 

 

◎管理局長（柴野 博行 君） 

続きまして、２７ページ、管理機構の特別会計決算についてご説明いたします。平成２７年度

の決算額は歳入歳出金額ともに４４，３９５，５８３円となりました。２８、２９ページは歳入、

歳出の款、項別の予算額等を記載しておりますが、詳細は次の事項別明細書でご説明させていた

だきますので、合計だけ述べさせていただきます。歳入歳出とも、予算現額５１，５００千円に

対しまして、調定額、収入済額、歳出済額ともに４４，３９５，５８３円となりました。３０、

３１ページの事項別明細書をご覧ください。歳入ですが、第１款分担金及び負担金、第１項負担

金は構成市町の負担金で予算額２７，５３０千円に対して、調定、収入済額は２３，９０５，２

１０円。第２款諸収入の第１項受託事業収入は佐川町、越知町、土佐市の委託料ですが、予算額

２３，８７０千円に対し２０，１８２，６７５円。第２項の預金利子は１万円に対して、６，３

２５円、諸収入はインターネットの公売手数料などで、９０千円に対しまして、３０１，３７３

円となりましたが、これは以前に支払っておりました、滞納者の死亡に伴います相続財産管理人

の選任費用、この３００千円が事務終了による精算で、裁判所から約２６万円近くが還付された

ことからこの金額となりました。合計では予算額５１，５００千円に対して、調定、収入済額と

も４４，３９５，５８３円となりました。 

３２、３３ページの歳出ですが、第１款総務費は予算額５１，３００千円に対して支出額は４

４，３９５，５８３円、各節別金額は記載のとおりでございまして、ほぼ例年どおりの金額内容

となっております。なお、１９節の負担金補助及び交付金は派遣職員の人件費となりますが、予

算としては不足が生じないよう、例年この程度の金額を計上いたしますが、昨年度は年齢の若い

職員や独身者がいたため、例年よりは少なく、このため約５６０万円近くの不用額となっており

ます。第２款予備費２００千円は未執行となりました。合計で、予算額５１，５００千円に対し

て、支出済額４４，３９５，５３４円となりました。３４ページ実質収支に関する調書は、先程

の歳入歳出金額を千円単位で記載したものでございます。なお、機構の事業実績につきましては、

実績報告書の７ページに、また、提出議案の資料３、４ページには機構実績概要などを添付いた

しておりますので、ご参照いただければと思います。以上でございます。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

議長。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

福本事務局長。 

 

◎事務局長（福本 博一 君） 

続きまして、３５ページの財産に関する調書をご覧ください。１、公有財産の土地及び建物と

出資による権利につきましては、前年から増減はございません。中身につきましては大野見青年
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の家と須崎斎場です。次に、（２）の出資による権利につきましては、須崎市道の駅に１株５０千

円の９０株で４，５００千円の出資をしているものです。それから２の基金につきましては、２

つの基金がありまして、１の高幡広域ふるさと市町村圏基金では、２７年度中に１２，０２８，

９０２円の取り崩しをいたしまして、決算年度末現在高は、１，０９４，１６８，４０７円とな

っております。もう１つが２の須崎斎場調整基金で、２７年度中の積立金は１１２，０１２円の

積立、これは利息分ですが、決算年度末現在高としまして、７０，３７８，７４３円となってお

ります。以上が決算に関する報告です。 

続きまして、議案書の１４ページ、議案第１０号の平成２８年度高幡広域市町村圏事務組合一

般会計補正第１号についてご説明します。こちらも別冊にて説明をいたします。議案第１０号別

冊をご覧ください。表紙を１枚めくっていただきまして、平成２８年度の高幡広域市町村圏事務

組合一般会計補正予算第１号ですが、歳入歳出それぞれに９，０００千円増額しまして、総額を

１８６，２８５千円とするものです。こちらにつきましては、奥四万十博推進協議会へ高知県か

ら派遣いただいております事務局長の人件費でして、これは県への負担金ですが、これまで奥四

万十博推進協議会の予算で支出することとしておりました。この奥四万十博推進協議会の予算に

つきましては、国の地方創生交付金を財源とする各市町からの負担金で対応していますが、当初

予算議決後に県から、県派遣職員の人件費に地方創生交付金を充当することができないとの指摘

を受けまして、経理を明確にするためにも、高幡広域市町村圏事務組合から県へ直接支払うため、

今回の補正予算の計上をしております。中身は５ページをご覧ください。 

歳入として、ふるさと市町村圏基金より繰り入れで９，０００千円の増額としております。 

次の６ページが歳出でして、先程の歳入の額と同額の９，０００千円を負担金として計上いた

しております。以上でございます。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

以上で説明は終わりました。ここで、監査の結果について、監査委員から報告を願います。 

 

◎９番（池田 三男 君） 

 議長。 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 池田三男監査委員。 

 

◎９番（池田 三男 君） 

はい、それでは監査報告を申し上げます。去る、６月９日に津野町役場におきまして、梼原町

の矢野町長さんと、平成２７年度に執行されました事務、事業につきまして、事務局の説明のも

と、監査を行いました。その結果、平成２７年度歳入歳出決算書と関係書帳簿等との照合したと

ころ、計数に誤りなく、正確、適正に予算の執行がなされていることを認めましたので、報告を

申し上げます。以上でございます。 
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◎議長（本井 康介 君） 

それでは、これより議案第７号について質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

(質疑なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

(討論なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

討論なしと認めます。これより議案第７号の採決を行います。本案の採決は、挙手によって行

います。本案に賛成の諸君の挙手を求めます。 

 

( 挙手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

挙手全員と認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第８号について質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

(質疑なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

(討論なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

討論なしと認めます。これより議案第８号の採決をします。本案の採決は、挙手によって行い

ます。本案に賛成の諸君の挙手を求めます。 

 

( 挙手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

挙手全員と認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより議案第９号について質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

(質疑なし) 
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◎議長（本井 康介 君） 

質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

(討論なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

討論なしと認めます。これより議案第９号の採決を行います。本案の採決は、挙手によって行

います。本案に賛成の諸君の挙手を求めます。 

 

( 挙手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

挙手全員です。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより議案第１０号について質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

(質疑なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

(討論なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

討論なしと認めます。これより議案第１０号の採決を行います。本案の採決は、挙手によって

行います。本案に賛成の諸君の挙手を求めます。 

 

( 挙手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

挙手全員と認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第５、これより副管理者の選挙を行います。副管理者が任期満了となったことに伴いまし

て、副管理者の選挙を行うものであります。選挙の方法は、いかがいたしましょうか。 

 

お諮りします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名

推薦によりたいと思います。これに、ご異議ございませんか。 

 

(異議なし) 
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◎議長（本井 康介 君） 

異議なしと認めます。従って選挙の方法は、指名推薦することに決しました。 

お諮りいたします。被選挙人の指名の方法については、議長において指名することにいたしたい

と思います。これに、ご異議ございませんか。 

 

(異議なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

異議なしと認めます。従って議長において指名することと決しました。副管理者に、中尾博憲

君を指名したいと思います。 

お諮りいたします。ただ今、議長において指名いたしました中尾博憲君を、副管理者の当選人

と定めることに、ご異議ございませんか。 

 

(異議なし) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

異議なしと認めます。従って、ただ今指名いたしました中尾博憲君を副管理者の当選人に定め

ることに決定しました。ただいま副管理者に当選されました、中尾博憲君は議場におられます。

会議規則第２３条の２項の規定により、当選の告知をいたします。ここで、中尾博憲君から、副

管理者当選の承諾、並びにご挨拶をお願いしたいと思います。 

 

◎副管理者（中尾 博憲 君） 

はい。それでは、早速でございますが、副管理者に指名賜りました中尾でございます。楠瀬管

理者をしっかりサポートしながら、この組合議会の責務、目的を達成されますように、全身全霊

で取り組みますので、どうか皆様方、ご指導どうぞよろしくお願い申し上げます。どうもありが

とうございます。 

 

( 拍手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 以上をもちまして、本定例会に付議をされました議案は、すべて議了いたしました。 

 管理者からごあいさつがあります。楠瀬管理者。 

 

◎管理者（楠瀬 耕作 君） 

 閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。本日、ご提案を申し上げました、議案につ

きましては、それぞれご審議を頂きまして、適切なご決定を賜りまして、ありがとうございまし

た。厚く御礼を申し上げます。日増しに暑くなってまいりました。なにとぞご自愛のうえ、ご活
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躍されますことをご祈念申し上げまして、閉会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。

誠にありがとうございました。 

 

( 拍手 ) 

 

◎議長（本井 康介 君） 

 どうもありがとうございました。これをもちまして、平成２８年７月高幡広域市町村圏事務組

合議会定例会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

(お疲れさまでした) 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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